
宮
内
省
御
用
品

爾

寺

訪

道

鈴

木

雪

哉

筆

冬

中

村

如

等

筆

雪
の
渡
場
竹
の
下
菩
俊
筆

皇
后
宮
職
御
用
品

水

墨

山

水

小

島

濁

山

筆

残

照

吉

原

雅

風

筆

残

雪

岩

田

正

巳

筆

と
記
さ
れ
て
い

る
。

同
年
末
、
同
会
は
解
散
し
、
東
台
美
術
会
と
い
う
新
組
織
が
成
立
し
た

頁
参
照
）
。

⑫

小
林
万
吾
留
学

西
洋
画
科
助
教
授
小
林
万
吾
は
明
治
四
十
四
年
二
月
三
日
、
文
部
省
よ
り
満

三
ケ
年
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
ク
リ
ア
、
ド
イ
ッ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
四
月
二
十

イ
ン
コ

品

〔
天
〕

新
芽
（
太
田
義
一
）
△
待
宵
草
（
江
森
大
壽
）
△
幽
遼
（
鶴
田
機
水
）
△
雨

〔
雲
〕

あ
が
り
（
山
脇
縞
雪
）
△
朧
月
（
石
島
古
城
）
△
冬
（
勝
田
蕉
琴
）
△
柏
に

（
渡
邊
香
涯
）
△
墨
盪
山
水
（
本
多
天
城
）

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
二
巻
第
二
号）

翌
大
正
三
年
は
十
月
に
開
校
満
二
十
五
年
紀
念
行
事
が
あ
っ
た
た
め
展
覧
会

は
見
合
せ
、
翌
四
年
三
月
十
九
日
よ
り
四
月
九
日
ま
で
竹
の
台
陳
列
館
で
第
一
―
―

回
展
が
開
か
れ
、
一
八
八
点
が
陳
列
さ
れ
て
五
四

0
0人
の
入
場
者
が
あ
っ

た
。
買
上
品
に
つ
い
て
は
上
記
月
報
第
十
四
巻
第
一
号
に

六
日
出
発
。
六
月
十
六
日
。ハ
リ
に
到
着
し
、
画
室
を
借
り
て
そ
こ
を
本
拠
に
博

物
館
や
寺
院
、
諸
展
覧
会
を
見
学
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
を
旅
行
。
帰
途
に
ロ
シ
ア
ヘ
も
立
ち
寄
っ
た
。
大
正
三
年
六
月
三
日
帰

国
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
に
は
彼
が
フ
ロ
レ
ソ
ス
で
水
谷
鉄
也
そ

の
他
の
知
人
と
会
合
し
た
記
事
（
第
十
二
巻
第
三
号
）
や
、
帰
国
後
彼
が
『
東
京

朝
日
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
「
一
頭
地
を
抜
く
仏
国
の
画
界
」
お
よ
び
『
毎
日
新

聞
』
に
寄
稿
し
た
「
欧
洲
見
聞
記
」
の
抜
粋
（
第
十
三
巻
第
三
号
）
の
要
旨
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

『
美
術
新
報
』
第
十
三
巻
第
十
、
十
一

、
十
二
号
に

彼
は
「
滞
欧
中
の
所
感
」
を
寄
稿
し
て
い
る
の
で
、
留
学
生
活
の
一
班
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
に
は
彼
の
留
学
中

の
模
写
で
あ
る
シ
ャ
ル
ダ
ン
作
「
カ
ル
タ
の
城
」
、
ゴ
ヤ
作
「
灰
色
の
服
の
婦
人

像
」
（
い
ず
れ
も
大
正
四
年
買
入
れ
）
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
作
「
貧
し
き
漁
夫
」
（
大

正
三
年
生
産
）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

⑬

白
馬
会
解
散

本
校
西
洋
画
科
と
密
接
な
関
係
の
あ
っ
た
白
馬
会
は
、
所
期
の
目
的
を
達
成

し
た
こ
と
と
個
人
主
義
に
徹
す
べ
き
時
代
に
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
明
治
四
十

四
年
三
月
八
日
に
解
散
を
決
議
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
同
年
三
月
十
日
付
『
国

民
新
聞
』
は
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
げ
て
い
る
。

◎
洋
霊
界
の
異
彩

白
馬
會
解
散
す
黒
田
清
輝
氏
の
談
話

去
る
廿
九
年
の
創
立
以
来
我
國
洋
聾
會
に
多
大
の
貢
猷
を
な
し
且
常
に
氣
運

の
先
導
者
と
し
て
重
き
を
な
し
た
る
白
馬
會
は
時
勢
の
推
移
に
鑑
み
此
際
断
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然
解
散
す
る
事
に
決
し
八
日
穂
會
を
開
き
て
協
議
し
た
る
結
果
全
會
一
致
を

以
て
解
散
を
決
議
し
近
々
櫻
花
練
爛
の
日
を
卜
し
て

▲
盛
ん
な
る
解
散
の
式
を
畢
ぐ
る
筈
な
る
が
此
種
の
事
は
往
々
誤
謬
を
博
ヘ

ら
れ
易
き
を
以
つ
て
其
明
瞭
な
る
理
由
は
追
て
焚
表
す
る
趣
な
り
右
に
就

き
て
同
會
の
主
脳
た
る
＿帝
室
技
藝
員
黒
田
清
輝
氏
の
座
談
を
聞
く
に
「
白
馬

會
は
現
在
外
國
に
在
る
者
と
地
方
の
者
と
を
合
し
て
會
員
一
＿
一
十
餘
名
で
四
月

に
は
久
米
桂
一
郎
三
宅
克
己
氏
等
が
蹄
朝
す
る
賀
は
此
人
々
が
蹄
朝
し
て

か
ら
會
の
所
思
を
天
下
に
焚
表
し
て
解
散
す
る
と
云
ふ
が
全
會
の
意
思
で
あ

る
そ
こ乃
で
主
な
る
理
由
と
云
ふ
は
現
今
會
員
中
の
者
に
は
大
分
抜
群
の
技
個
を

有
す
る
者
も
出
来
思
想
の
愛
遷
も
累
ね
た
の
で
私
共
が
営
初
期
し
た
事
も
著

々
有
終
の
美
果
を
牧
め
た
様
で
あ
る

し
ら

誓
へ
ば
我
々
は
油
聾
と
は
何
歴
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
を
知
し
め

か

う

い

ふ

る
時
代
に
起
り
壷
家
と
は
斯
う
云
も
の
で
展
覧
會
は
斯
様
云
風
に
し
て
開
く

も
の
と
嗚
呼
し
乍
ら
其
等
の
標
準
を
示
す
為
め
に
主
義
主
張
を
以
て
此
園
燈

を
績
け
て
来
た
所
が
二
三
年
以
来
私
共
の
希
望
し
て
来
た
公
設
展
覧
會
も

設
立
さ
れ
私
共
の
會
員
の
大
多
敷
は
外
國
で
學
ん
で
来
た
人
々
と
な
り
今
は

か

の

な

く

そ

れ

に

彼
標
準
を
示
す
必
要
も
無
な
っ
た
加
之
世
間
の
人
に
も
油
箱
が
好
く
解
得

さ
れ
同
時
に
鑑
識
力
も
一
般
に
進
め
ば
製
作
品
を
見
せ
る
場
所
も
立
派
に
出

来
上
つ
て
居
る
さ
れ
ば
此
時
に
嘗
つ
て

▲
各
壼
家
の
特
長
を
示
す
に
は
園
騰
よ
り
も
個
人
的
に
す
る
方
が
適
嘗
で
は

あ
る
ま
い
か
元
来
聾
家
は
個
人
の
利
盆
と
か
名
啓
と
か
は
不
問
に
し
て
只

管
美
術
と
云
ふ
も
の
に
向
つ
て
一
身
を
捧
ぐ
可
き
も
の
で
あ
る
が
園
橙
は
兎

角
誤
認
さ
れ
易
い
そ
れ
で
あ
る
か
ら
終
り
は
後
進
を
誤
り
自
分
を
誤
る
結

果
を
生
じ
は
す
ま
い
か
氣
遣
れ
る
叉
私
共
が
明
る
い
時
勢
に
適
合
し
た
書
一

を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
主
義
は
今
で
は
甕
界
の
風
潮
と
な
っ
て
居
て
最
早

圏
植
的
の
研
究
を
侯
な

い
の
で
白
馬
會
が
特
に
織
績
し
て
仕
事
を
す
る
必
要

こ

れ

お

の

／
＼

は
な
い
の
で
あ
る
故
に
爾
後
か
ら
は
各
志
の
赴
く
所
に
従
っ
て
駿
足
を
伸

す
時
代
で
は
あ
る
ま
い
か
と
云
ふ
の
が
今
回
解
散
す
る
に
至
っ
た
理
由
で
有

る
併
し
相
談
す
る
と
か
遊
ぶ
と
か
と
云
ふ
意
味
に
於
て
此
會
を
存
績
す
る

は
又
別
問
題
で
あ
る

〔」〕

猶
此
會
の
創
立
者
は
久
米
、
小
代
、
安
藤
、
佐

野
、
岩
村
、
故
山
本
、

合
田
、
吉
岡
、

長
原
、

藤
島
、

湯
浅
、
白
瀧
、
小

林
、
中
澤
、
北
、
和
田
（
英
）
、
岡
田
、
和
田
（
三
）
等
の
諸
氏
で
あ
る

な
お
、
旧
白
馬
会
の
中
沢
弘
光
、
山
本
森
之
助
ら
比
較
的
若
手
の
画
家
た
ち

は
翌
四
十
五
年
六
月
に
光
風
会
を
結
成
し
、
第
一
回
展
を
開
く
。
一
方
、
黒
田

清
輝
、
岩
村
透
ら
は
大
正
二
年
三
月
に
洋
画
家
を
中
心
と
す
る
国
民
美
術
協
会

を
結
成
し
、
他
の
分
野
の
美
術
家
も
糾
合
し
て
新
た
な
団
体
活
動
を
始
め
る
。

⑭

ア
プ
サ
ン
ト
同
人
小
品
展
覧
会
・
後
期
印
象
派

明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
日
と

二
十
一
日
の
両
日
、
本
校
日
本
画
科
、
西
洋

画
科
の
生
徒
有
志
一
六
名
は
本
郷
の
帝
国
大
学
前
の
喫
茶
店
。ハ
ラ
ダ
イ
ス
で
ア

プ
サ
ン
ト
同
人
小
品
展
覧
会
を
開
い
た
。
岡
畏
三
郎
は
こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て

「
後
期
印
象
派
の
影
響
を
う
け
た
人
々
の
グ
ル
ー
。フ
展
と
し
て
は
最
も
早
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
」
（
「
明
治
末
年
に
於
け
る
八
新
傾
向
＞
に
就
い
て
」
『
美
術
研
究
』

一六

0
号
。
昭
和
二
十
六
年
三
月
）
と
言
い
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
、
陰
里
鉄
郎
「
万
鉄
五
郎
ー
生
涯
と
芸
術
」
日

S
⑮
（
同
誌
二
五
五
、

二
五
八
、
二
六
二
、
二
七
二
、
二
九
0
号。

昭
和
四
十
三
年
一
月
＼
同
四
十
八
年
十

一
月）
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